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○開　会
（地域福祉課長）
本日は、お忙しい中、平成29年度第３回狛江市市民福祉推進委員会にお集まりいただきましてありがとうございます。
定刻になりましたので、議事を開始させていただきます。
委員改選後、初めての委員会となりますので、委員長の選任まで、事務局で議事を進行させていただきます。
平成29年度7月31日を持ちまして、市民福祉推進委員会の委員の任期が満了となりました。改めて事務局から委員の就任をお願いさせていただきましたが、皆様、委員をお引き受けいただきまして大変ありがとうございます。委員構成につきましては、資料７に記載したとおりとなってございます。公募市民委員として、新たに5名の方に委員を委嘱させていただきました。また、保険・医療関係者の委員として、藤川委員の代わりに吉川先生に委員を委嘱させていただきました。よろしくお願い致します。前期から引き続き委員をお引き受けいただいております委員の皆様におかれましても、引き続きどうぞよろしくお願い致します。
それでは、新任の委員さんから一言ずつご挨拶をお願いしたいと思います。
（新任委員５人からご挨拶）
（地域福祉課長）
吉川委員は遅れていらっしゃるということなので、後ほどご挨拶いただきたいと思います。
委嘱状は机上に置かせていただいています。なお、小委員会を兼務いただいている委員の皆様には、既に委嘱状をお渡ししてございますが、委嘱状に任期が入っていないとのご指摘をいただきましたので、改めて委嘱状をお渡しさせていただいています。既にお渡した委嘱状につきましては、お手数ですが破棄していただきますようお願い致します。
本日欠席のご連絡をいただいている委員は、阿部委員、眞保委員及び日髙委員になります。遅れていらっしゃる委員は、吉川委員です。
《議　題》
（１）審議　委員長・副委員長の選任について
（地域福祉課長）
議事（１）に入ります。委員長・副委員長の選任については、狛江市福祉基本条例施行規則第20条第１項の規定により、「委員の互選によってこれを定める」となっております。どなたか委員長の推薦をしていただけますか。
（委員）
長く市民福祉推進委員会の委員長をしていただいている宮城委員に引き続きお願いできればと思います。
（委員）
副委員長は熊井先生にお願いしたいと思います。
（地域福祉課長）
委員長と副委員長ということでご推薦がありましたが、皆様よろしいでしょうか。
（一同了解）
（地域福祉課長）
それでは委員長と副委員長よろしくお願い致します。
（委員長）
一言ご挨拶させていただきます。狛江市は社会福祉協議会も含めて、平成２年から相当長く関係させていただいています。
私は法政大学現代社会福祉学部に所属していますが、近隣の多摩市、町田市、日野市も関係しています。先日、多摩市では、行政と社協が計画を策定し、委員会も開催していました。その際、社会福祉協議会が「多摩市は2025年に人口が約15万人で、50地区のうち19地区で高齢化率が50％以上になる」と言っていて、地図に色が付いたものが配布されました。2025年は団塊の世代がすべて75歳以上になりますが、狛江市でも６人に１人が75歳以上になると思います。非常に重要な時期に差し掛かっています。皆さんご協力をよろしくお願いします。
ついでですが、昨年、日本地域福祉学会の30回大会があり、私が実行委員長をしたのですが、その時のことをまとめた「地域福祉のイノベーション」という本が２日前にできました。私の地域福祉の考え方、また、全国的な事例が掲載されていますので、回覧をさせていただきます。
（副委員長）
熊井です。杏林大学で教えています。また、狛江市では子ども・子育て会議の委員を長くやっており、その会長をしていることから本委員会にも出席させていただいています。どうぞよろしくお願いします。
（委員長）
配布資料の確認を事務局からお願いします。
（事務局）
資料確認
（２）【審議】あいとぴあレインボープラン中間答申案について
（委員長）
議事（２）に入ります。本日のメインの議題になると思います。地域福祉計画については本委員会の前に開催した地域福祉計画検討委員会を中心に計画案を検討してきました。高齢者保健福祉計画・第７期介護保険事業については高齢小委員会に審議をお願いし、中間答申案について承認されています。また、第５期障害者計画・障害福祉計画については障がい小委員会に審議をお願いし、中間答申案について承認されています。
本委員会において、３計画の中間答申案を本日審議し、11月７日に市民福祉推進委員会から市長に中間答申する予定となっています。中間答申案についてはかなりの量になりますので、事務局から中間答申案の概要についてご説明をお願いします。
（事務局）
【資料１、２-２】、【追加資料１、２】について説明
10月24日の第３回地域福祉計画検討委員会の検討結果の概要について次のとおり説明
①個票の内容を精査する場合は取りこぼさないように慎重にしていただきたい。
②元号の表記をどうしていくか検討してほしい。西暦表記にするのか、元号も併記するのか検討してほしい。
10月16日の庁内検討委員会での指摘事項の概要について次のとおり説明
①高齢者保健福祉計画・第７期介護保険事業計画の基本理念の語尾を地域福祉計画、第５期障害者計画・障害福祉計画とあわせて「あいとぴあ狛江」にした方がよいのではないか。
②「第５期障害者計画・障害福祉計画」の計画名について、「障がい」という表記にした方がよいのではないか。
（委員長）
皆様からご質問・ご意見はございますか。
（副委員長）
今回は障害児福祉計画の策定が義務付けられました。国の資料の表記等でも「第５期障害福祉計画・第１期障害児福祉計画」となっていますが、狛江市も計画名称を揃えた方がよいのではないでしょうか。
（委員長）
事務局でどちらが適切か確認してください。
（事務局）
確認いたします。
（委員長）
先ほどご説明があった高齢者保健福祉計画・第７期介護保険事業計画の基本理念の語尾については、地域福祉計画、第５期障害者計画・障害福祉計画とあわせて「あいとぴあ狛江」にしてよいでしょうか。
（委員）
合わせた方がよいと思います。
（委員長）
「障害」の表記について、計画の名称を平仮名にするかということですが、ご意見はいかがでしょうか。
（委員）
様々な議論がありますが、よくいわれるのは、障がい関係の法律が「害」という漢字を使っているということです。そのため、狛江市では計画名称としては「障害」となっていますが、本文では「障がい」と平仮名にしています。
しかし、法律を根拠とするのであれば、本文も漢字にすべきだと思います。確かに法律は漢字を使っていますが、今は狛江市も含めて、多くの都道府県、市町村で平仮名を使っていると思います。様々な意見はあるにしても、主流としては平仮名だと思います。そのため、根拠法律は漢字を使っていますが、狛江市の考え方としては計画名称も含めて平仮名にするということの方が理屈は通ると思います。そうではない考え方もあり、それにも理屈はあることは認めますが、計画名称と本文は合わせた方がよいと思います。
（委員）
平仮名の方がだんだん普通になってきていると思います。最近では「碍」を常用漢字にしてもよいのではないかという話も出ているようです。様々な話はありますが、元々は「碍」が常用漢字ではなくなったので、「害」を当てたということらしいです。しかし、「害」という字は社会の方からそのような目線で見ているということをよく表しているからいいという話も聞きます。他の市の計画を調べましたが、計画名称で平仮名を使っているところは多いようでした。
（委員）
厚生労働省からの通達で平仮名表示をしなさいということがありました。法律が遅れているだけであり、厚生労働省の書類はすべて平仮名表記になりました。障がい者の「私たちは社会に害を与えているわけではない」という主張が大きくクローズアップされたようです。
（委員長）
行政的には非常に根拠になるので調べてください。
（委員）
通達もありますが、狛江市の計画の中で平仮名を使うということであれば、それだけでよいと思います。「障」という字も「差し障りがある」ということなので、今後検討していくことになると思います。皆さんの了承が得られれば平仮名にすべきだと思います。
（委員）
資料１の23ページには「３　障がい者等の状況」と「（１）障害者手帳所持者」とあります。「（１）障害者手帳所持者」は固有名詞なので、漢字でやむ得ないと思います。しかし、平仮名と漢字を使うので、計画全体の「はじめに」に狛江市の考え方を数行で明記すべきだと思います。
（委員）
そのようなことが明記されると納得すると思います。
（委員）
資料１の３ページの計画の位置づけで書くとよいかもしれません。
（事務局）
そのような形で注記を入れさせていただきます。平仮名で表記するように調整します。
（委員長）
児童発達支援センターの整備に関連した保育所等訪問支援について意見をいただいた方がよいですか。
（副委員長）
基本指針を見ると、平成32年度までにすべての市町村で保育所等訪問支援を利用できる体制を構築することが求められています。児童発達支援センターも平成32年度までにすべての市町村で１箇所以上設置することが求められています。保育所等訪問支援は実施できるかは別として、体制構築は計画に記載した方がよいと思います。
また、基本指針では、保育所等訪問支援は児童発達支援センターで実施されるものだと明確にされているので、狛江市で児童発達支援センターを整備するのであれば、「利用を支援する」ではなく「実施する」と書く必要があると思います。
（委員長）
事務局としては保育所等訪問支援がうまく行くか懸念があるようです。
（副委員長査）
平成32年度までに義務付けられているので、すべての市町村で児童発達支援センターを設置し、保育所等訪問支援を実施するわけです。現段階で他を見て大変であると判断すると、平成32年度に狛江市だけ置いていかれます。
（委員長）
積極的にうまく行く要因を探し出していただければと思います。
（副委員長）
資料１の267ページの「ｂ　保健師等による障がい児を養育している家庭等への定期的な訪問を推進します。」の中に、「生後４箇月以内の障がい児のいる家庭等への「こんにちは赤ちゃん訪問事業」の実施」とあります。これは児童福祉法に基づく「乳児家庭全戸訪問事業」のことですか。
（事務局）
担当課が不在ですが、「こんにちは赤ちゃん訪問事業」は法律上のものとは別に狛江市独自でやっているものだと思います。
（副委員長）
乳児家庭全戸訪問事業は通称で「こんにちは赤ちゃん事業」といっているので、「こんにちは赤ちゃん訪問事業」と書くと勘違いされると思います。保健師が訪問する別の事業であれば、別の名前にした方がよいと思います。又は母子保健法で訪問指導を実施しているので、それを使えばよいと思います。
乳児家庭全戸訪問事業は生後４箇月までに原則１回しか訪問せず、障がい児の家庭のみを訪問するものではありません。詳しく調べていただき、混乱がないようにしてください。
（事務局）
「こんにちは赤ちゃん訪問事業」と記載しているのは法律に基づいている乳幼児家庭全戸訪問事業のようです。
（副委員長）
全戸訪問をしているところに障がい児もいるということであって、障がい児だけを訪問しているわけではありません。生後すぐに障がいは分からないこともあります。
（委員長）
精査してください。
（事務局）
精査します。
（委員長）
そのようなことも含めて、大量の資料なので、事務局で詳細に精査してください。委員の皆さんにも見ていただき、今週中にご意見、疑問点を事務局に連絡してください。
他自治体と比べると、この時期にここまでできているのはスピードとして遅くはないです。今後、パブリックコメントも実施しますので、庁内でもさらに調整が進むと思います。そのような点も踏まえて、この中間答申についてはご了承いただくということでよろしいでしょうか。
（異議なし）
（３）【報告】あいとぴあレインボープラン狛江市第４次地域福祉計画（素案）等市民説明会について
（委員長）
あいとぴあレインボープラン狛江市第４次地域福祉計画（素案）等市民説明会について、事務局から説明をお願いします。
（事務局）
【資料２-１】について説明
（委員長）
あいとぴあレインボープランが最初にできたときは、市民の皆さんも関心があり、100人程度集まって活発に意見をいただきました。しかし、どうしても計画の説明というと堅くなってしまい、市民の皆さんも自分事として考えにくいところがあります。しかし、今後は少子超高齢社会となる中で、市民の皆さんにも福祉の課題が自分事になっていく時代だと思います。
私も堅い話ではなく、事例や体験を中心に話したいと思っています。皆さんもぜひお誘い合わせの上、ご参加いただければと思います。
（４）【審議】　第３次あいとぴあレインボープラン（狛江市地域福祉計画）平成28年度報告書（案）について
（委員長）
対象者別の高齢者保健福祉計画と障がい者計画については、既に各小委員会にて平成28年度の進捗管理報告書をまとめ、今回は資料が配布されています。地域福祉計画進捗管理平成28年度報告書を作成するにあたり、対象者別計画での事業と重複する分については、それらの進捗管理をベースとしつつ、進捗管理報告書案を作成したということになりますので、事務局から説明をお願いします。
（事務局）
【資料３-１】について説明
11月６日までに中項目ごとの「市民福祉推進委員会からの意見」に掲載する意見をいただければと思います。なお、次回の市民福祉推進委員会は２月初旬に開催する予定ですが、その際に前年度の進捗管理報告書を確定するのはあまりにも遅いと考えています。そのため、委員からの意見を事務局でとりまとめさせていただいた上で、委員長と地域福祉計画検討委員会の委員長と調整させていただき、進捗状況報告書を確定させていただきたいと考えています。
（委員長）
第３次あいとぴあレインボープラン（狛江市地域福祉計画）平成28年度報告書（案）について、皆さんからご質問、ご意見はありますか。
（意見なし）
（委員長）
社会福祉法が改正されて、地域福祉計画の評価が努力義務になったので、そのようなことも踏まえて狛江市の取組みも精査されると思います。今後ますます大事になると思います。
かなり多様ですが、例えば、評価がＡになっているところと、評価がＢになっているところの違いは何かということを見ていただければと思います。なかなか進まない原因や背景はあると思いますので、そのあたりに関する疑問や意見を事務局に寄せていただければと思います。
そして、皆さんからご意見をいただいた上で、私と委員長預かりでとりまとめさせていただきます。より推進していくためのあり方を委員会の意見として出せればと考えています。よろしくお願いします。
（５）【報告】児童発達支援センター基本構想案について
（委員長）
報告事項の児童発達支援センター基本構想案について、事務局から説明をお願いします。
（浅見課長）
【資料８】について説明
（委員長）
発達障がい児・者の課題は、全国的にも大きな課題となっています。狛江市でも、ここ数年は障がい小委員会を中心に検討してきていただき、ようやく児童発達支援センターが整備されることになり、個人的に喜ばしく思っています。
日野市にかかわっていましたが、福祉部局と教育部局が共感をして運営しており、全国的にも先駆的な取組みでした。狛江市でもそのような方向で検討しているということです。ハードも大事ですが、ソフト面も大変重要になってくると思います。
11月15日までに基本構想案について何かご意見がありましたら、事務局の方にご連絡いただくようお願い致します。
（北澤委員）
基本構想案は委員以外にも見せてよいでしょうか。
（浅見課長）
本日、傍聴の方も見えており、基本的には公開の資料と考えていただいてけっこうです。
（北澤委員）
知人の間で共有させていただいて、私の方で意見をまとめさせていただきたいと思います。
（副委員長）
子ども・子育て会議が11月７日に予定されており、そこでも基本構想案について議論します。そこでの意見は反映していただきたいと思います。
皆さんに知っていただきたいのは、スケジュールがとてもタイトであり、今年度基本設計で、平成30年度が建物の実施設計になるということです。基本構想が終わったら、通年の定員数等、すぐに細かな計画を立てていかないといけません。例えば、通園１人当たり2.47㎡などの基準があるので、定員を何人にするかによって、部屋の面積が変わってきます。平成30年度はかなりタイトなスケジュールになると思います。
（委員長）
関係する方に関心を持っていただき、いいものにしていただきたいと思います。
（６）報告　一貫した地域療育システムのあり方検討報告書について
（委員長）
一貫した地域療育システムのあり方検討報告書について、事務局から説明をお願いします。
（事務局）
【資料９】について説明
（委員長）
副委員長のご担当で議論していただきましたか。
（副委員長）
障がい小委員会で議論があり、それを引き継ぎながら、子育て支援の一環としての障がい児支援という観点を持ちながら、専門部会を設けて地域療育システムのあり方を議論してきました。児童発達支援センターは地域療育システムの中核的な支援施設であり、そのようなことを意識しながら、報告書をお読みいただければと思います。
（７）その他
（委員長）
その他について、事務局から連絡事項はありますか。
（事務局）
【資料４】について説明
（委員長）
これから市民説明会、パブリックコメントを実施し、それを反映したものを最終答申案として、２月に次回の委員会を開催する予定です。２月は受験の時期であり、私の日程が決まっていませんが、１月前くらいに日程をお知らせ致します。
また、新設認可保育園について、事務局から説明をお願いします。
（事務局）
【資料５】について説明
（委員長）
認可保育園について質問等ありましたら、個別にお寄せいただければと思います。
本日準備していた議事はすべて終了しましたが、委員の皆さんから何か議題はありますでしょうか。
（意見なし）
（委員長）
大変多様な計画、評価等、多くのことについてご審議いただきました。市民福祉委員会は回数が限られていますので、大変ご負担をかけてしまいました。新しい委員の方々にも各小委員会で細かい議論をお願いすることもあると思いますので、よろしくお願い致します。
本日はこれで閉会します。次回は２月に開催ということで、日程が決まりましたら、事務局からご連絡致します。本日は大変にお疲れ様でした。ありがとうございました。
以上


1

